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　育友の皆様には、本学の運営にご理解と厚いご支援
をいただき、心から御礼申し上げます。新型コロナウイ
ルス感染症の影響により、支部懇談会や各種行事が中
止や縮小となり、大学と会員、会員相互の交流が困難
な状況が続いております。そうした中でも昨年は、3支
部で懇談会を開催することができました。今年は、全国
で支部懇談会が開催できることを心から願っております。
　コロナ禍の影響により、非日常的な生活を強いら
れる中、本学が学生への授業を止めることなく、教
育を継続できましたのは、育友の皆様のご理解とご
協力があったからです。併せて、学生への経済支援
をはじめ、諸活動への様々なご支援により学生に勇
気と活力を与えていただいたと感謝しております。

　本学は建学の精神「社会に対する報恩奉仕」を現
代的に捉え直し、「社会知性（Socio ‐ Intelligence）
の開発」を 21 世紀ビジョンに掲げております。予
測困難な時代においても、学生の皆さんが社会の諸
課題の解決に主体的に取り組んでいく社会知性の知
力を身につけ、社会の屋台骨を支える人材に成長で
きるよう支援して参ります。
　今年度も引き続き感染症対策のため様々な対応が
必要になるかと推測しますが、いかなる環境におい
ても、「教育を止めない」を最優先に円滑な大学運
営に努めて参ります。育友会の皆様におかれまして
は、オール専修の一員として今後とも変わらぬご支
援とご協力をお願いいたします。

　長引くコロナ禍の中、大学運営も非日常の連続で
すが、育友会の皆様から多大なご支援・ご協力をい
ただき、厚くお礼申し上げます。
　昨年 11 月、理事長退任後、総長推戴手続が進め
られ、12 月 16 日付で専修大学第 9代総長に就任い
たしました。学校法人専修大学の統合の表徴として、
建学の精神を護持すると共に、本学の更なる発展に
寄与していく所存です。
　大学改革の時代にあって、学長と理事長を兼務し、
機動力のある大学運営を行い、様々な改革を行って
きました。建学の精神の下で教育を受けた学生は、
卒業後、社会の様々な分野で活躍しています。大学

の建学の精神は「社会に対する報恩奉仕」であり、
21世紀ビジョンである「社会知性の開発」はその具
体的な目標です。このビジョンは、学生・教職員だけ
でなく、卒業生も保護者の方々も共に力を合わせるこ
とで、具現化されるものです。育友会の皆さんも、オー
ル専修の輪の中にあります。育友会と校友会は「大学
運営の車の両輪」であり、人間性豊かな専修人の育
成には、多方面からの愛情と支援が不可欠です。そ
して建学の精神は、教育・研究の指針にとどまらず、
オール専修の絆の核になるものです。オール専修の絆
がより強くなるように、総長として尽力してまいります。
今後ともご支援・ご協力の程、宜しくお願いいたします。
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